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調査研究期間等 
調査研究期間 委託を受けた日 ～ 平成３０年３月１３日 
調査研究事項 ≪委託研究Ⅰ＞ 

【八尾市立八尾中学校】 

ア．義務教育未修了者に関すること 

エ．外国籍の者に関すること 

・学習指導の在り方について

・生活指導の在り方について

調査研究のねらい 【八尾市立八尾中学校】 

〇現在、外国籍の生徒が全体の９２％を占め、国籍も中国、韓国・

朝鮮、ﾍﾞﾄﾅﾑ、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ、ﾈﾊﾟｰﾙ、ﾀｲと多様である。入学

時点では殆ど日本語を話すことのできない外国籍の生徒が大半

であり、母語での読み書きができない生徒もいる。日本国籍の者

も帰化・引揚げ帰国が多くを占めている。また、年齢も16～80歳

までと幅広い。そのため、中学校の教育課程の学習にあたり日本

語習得が必要であり、より効果的な日本語指導とそれに続く中学

校教育課程の指導方法を研究し体系化していきたい。 

〇夜間学級に入学しなければならない生徒たちの多くは、国籍にか

かわらず、様々な生活上の困難を抱えている。必要な知識・技能

を習得することは、本人の社会的・経済的自立にもつながるため、

生徒達が日本の社会で安全、安心な生活を営むための｢いきる力｣

を習得できるよう学習指導も含め生活指導にも力を入れ、その指

導方法を記録、工夫していきたい。 

調査研究の成果 【八尾市立八尾中学校】 

◎本年度の取り組みについて 

・学習指導に関すること 

①7組～4組までの日本語を主体とした課程のクラスでは、例年と

同じように日本語の習得状況に応じて7組→6組→5組→4組と

半期ごとに学級編成を行い進級させた。また特に習得の速い生

徒は半期途中でも進級させた。また、進級はしたが家庭状況な

どの理由により出席が難しい時期があり、高齢などのため学習

内容が定着しにくい場合は、本人と相談のうえ元のクラスに戻

って学習支援をした。 

②3組～1組は本来の中学校教育課程での編成である。個々の状況

により個別の指導を行なっているが、本年度は「高齢のため学

校で長い時間過ごせない者の増加・働き盛りのため思うように



登校できない者が多い」等の理由により学習進度に差ができた

。そのため、例年以上に個別の対応が必要となり教材等の工夫

をした。 

③日本語指導力の向上のため研修を行い、本年度も大阪YWCAを訪

ね、日本語指導の模擬授業を参観し、後に教授方法などの研修

を受けた。また、その席で大阪YWCAと本学級で連携できること

はないか論議した。 

④研究授業での指導方法の改善はもちろん、自主教材の作成に力

を入れた。 

⑤進学予定の生徒については、保護者、本人と進路懇談し、多言

語ガイダンスに参加したり、補習等の学習体制を検討し、高校

進学に向けて支援を行った。 

・生徒指導に関すること 

①生徒の生活相談に応じ弁護士相談につなぐなどのアドバイスを

行った。 

②結核検診における精密検査等の指導

学校検診における精密検査、特定検診等の付き添いや国民健

康保険の請求や滞納の対応等について市役所への相談援助を 

行った。 

③市営住宅申し込みの書類の書き方等の援助

④生活保護関連の手続き援助

⑤就学援助関連の手続き援助

⑥健康について相談対応

⑦生徒の新たに渡日した学齢期の子弟の教育相談等の対応

⑧労働環境についての相談対応や会社への問い合わせ

⑨日本での生活全般についての相談への対応

⑩通学定期関連の手続き援助

⑪生活習慣病を意識した料理、子どもや孫の弁当を目的とした日

本料理の調理実習 

⑫年金納入について相談対応 

◎成果について 

日本語指導力の向上は、本学級の最優先課題の一つであるが、

正解が見えない中でも毎年研修を重ね、それぞれの教師の方向性

の確認や、修正すべきところを少し見いだすことができた。しか

し、課題は尽きない。 

生徒指導、生活指導の相談の中で外国籍生徒の課題を捉え、教



科指導、教材作成等に活かしている。また、それが生徒の心配事

を取り除き、出席を助けることにもなっている。しかし、どうし

ても生活が優先となり、出席したくてもできない生徒は多い。 

生徒たちにとって、夜間学級は学習できる場所である以上に、

安心できる居場所であり、なんでも相談に応えてくれる(実際に

は対応できない事案の方が多いのであるが)信頼する教師のいる

ところであり、特に高齢の生徒たちにとっては重要なセーフティ

ーネットとなっている。高校進学を考えているものもいるが、卒

業生のほとんどが、夜間学級での継続した学習を望んでいる。 


